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第１章 健康わかやま２１（第２次） 

中間評価について 

１ 健康わかやま２１（第２次）の概要 

（１）計画策定の趣旨 

すべての市民がいつまでも健やかで心豊かな生活が出来るという理想の姿を実現するため、和歌山

市第２次健康増進計画「健康わかやま２１（第２次）」（以下「本計画」）を 2014(平成 26)年３月

に策定しました。 

計画の策定にあたっては、「健康日本２１（第２次）」（国が定める「国民の健康の増進の総合

的な推進を図るための基本的な方針」）に基づいて、本市の第１次健康増進計画の最終評価等を勘

案し、本市が抱える問題点や課題を解決する方向性を明示することとしました。 

 

（２）計画の期間 

 本計画の実施期間は、2014(平成 26)年度から 2023 年度までの 10 年間とし、2018(平成 30)年度 

に中間評価を行いました。計画の期間は、必要に応じて見直しを図るものとします。 

 

（３）計画の位置づけ 

本計画は、健康増進法第８条第２項の規定に基づく計画であり、「行政」「関係団体」「学校」 

「家庭・地域」「職域」が一体となって市民ひとり一人の主体的な健康づくりを推進していくもので

す。 

また、「第５次和歌山市長期総合計画」「和歌山市地域保健医療計画」等と整合性をもつものと

位置づけています。 

 

（４）計画の策定体制 

本計画の策定にあたっては、和歌山市地域保健課を事務局とし、健康わかやま２１庁内推進委員

会や庁内関係各課に計画内容や方向性の意見聴取を行い、庁外の有識者も含めた委員で構成される

「和歌山市健康わかやま２１推進協議会」において審議を重ねました。 

 

（５）基本方針 

１．健康寿命の延伸と年代・個人による健康格差を縮小します 

２．長寿社会における市民のための健康づくり運動を展開します 

３．生活習慣病をはじめとした疾病の予防、重症化予防に取り組みます 

４．運動機能・口腔機能を高め、介護予防に向けた生活の質の向上を図ります 

５．多世代間交流や地域交流による絆づくりを深める環境を整備します 
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（６）対象分野と目標 

 本計画では、基本方針に基づき９つの分野にそれぞれ目標を定め取り組んでいます。 

 

分野名 取組目標 

１．栄養・食生活 
望ましい食行動がとれる人を増やす 

適正な体重を維持する人を増やす 

２．身体活動・運動 
子どもの頃から楽しく体を動かし、体力づくりの基礎を身につける 

運動習慣を身につけている人を増やす 

３．こころの健康 

毎日が楽しいと感じ生活できている子どもを増やす 

睡眠や休養を十分にとれている人を増やす 

自殺者を減少させる 

安心して子育てできる人を増やす 

４．たばこ 

未成年者の喫煙をなくす 

喫煙者を減らす 

受動喫煙の機会をなくす 

５．アルコール 

未成年者の飲酒をなくす 

多量飲酒者を減らす 

妊婦の飲酒をなくす 

６．歯と口腔の健康 
子どもの歯の健康管理に取り組む人を増やす 

生涯を通じて自分の歯で食べることができる人を増やす 

７．介護予防 
地域活動に参加し、生きがいをもって生活する高齢者を増やす 

要支援・要介護へ移行する高齢者の割合の増加を抑える 

８．健康管理と重症化予防 
健（検）診を積極的に受ける人を増やす 

生活習慣病の発症予防と重症化予防に向けて適切に行動できる人を
増やす 

９．地域の絆 地域活動に参加する人を増やし、健康づくりにつなげていく 

 

２ 中間評価の目的 

今回の中間見直しは、計画期間の中間年に、指標の達成状況や施策の取り組み状況についてまと

め、2023 年度における目標達成に向けて課題や今後取り組むべき事項について整理を行うことを目

的としています。 
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３ 中間評価の判定方法 

策定時の値(ベースライン値)と直近値(中間実績値)を比較し、以下の通りに評価しました。評価

判定には、（１）信頼区間を用いた判定方法（２）到達係数を用いた判定方法を用いました。 

 

（１）信頼区間を用いた判定方法 

中間実績値の 95％信頼区間 

 ＝ 中間実績値 ± 1.96×  ［中間実績値×(100－中間実績値)］÷中間実績値の母数 

 

判定 判定方法 

Ａ 目標値に達している 中間実績値が目標値に達している。 

Ｂ 目標値に達していな 

いが改善傾向にある 

中間実績値がベースライン値よりも目標値に近づいている。

かつ、ベースライン値が中間実績値の 95％信頼区間よりも外

にある。 

Ｃ 横ばい 
ベースライン値が中間実績値の 95％信頼区間の範囲内にあ

る。 

Ｄ 悪化している 

中間実績値がベースライン値よりも目標値から遠ざかってい

る。かつ、ベースライン値が中間実績値の 95％信頼区間より

も外にある。 

Ｅ 比較不可 データがないため比較不可。 

 

 

（２）到達係数を用いた判定方法 

 到達係数＝（中間実績値－ベースライン値）÷（目標値－ベースライン値）×１００ 

 

判定 到達係数 

Ａ 目標値に達している １００以上 

Ｂ 目標値に達していな 

いが改善傾向にある 
５０～９９ 

Ｃ 横ばい １～４９ 

Ｄ 悪化している ０以下 

Ｅ 比較不可 データがないため比較不可 


